






























































い識別特徴 ─ もっとも、たんに消極的な特徴であるが ─ は、この作
用のうちに直接に一緒に与えられている洞察、すなわち〈「世界」に属す
るもの、または世界自身を構成する有限のものによっては
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〉という洞察である。（…中略…）


























されている原語は religiöser Akt で「宗教的作用」と訳されるべきであるが、そう訳
したのでは意味が曖昧になるためあえて「宗教的精神作用」と訳されている。事実ま
た、上の引用の２で示されているように、「他のすべての精神作用（alle andere geis-
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、またそれは聖なるものである

























































































４ Vgl. In Ioh. n. ₂; LW III, ₄, ₄‒₆.  マイスター・エックハルトの著作からの引用は以
下の全集版に基づく。Meister Eckhart, Ｄｉｅ　ｄｅｕｔｓｃʰｅｎ　ｕｎｄ　ˡａｔｅｉｎｉｓｃʰｅｎ　Ｗｅｒｋｅ, im 
Auftrag der Forschungsgemeinschaft (hrsg.), Stuttgart ₁₉₃₆ff.
５ Rom. ₁, ₂₀.
６ Vgl. Pr. ₁₀₁; DW IV, ₂₀₇‒₂₁₀,

































８ Vgl. Pr. ₂; DW I, ₄₁, ₃‒₅.; Pr. ₅₂; DW II, ₄₈₇, ₅‒₇.
９ Vgl. Pr. ₉; DW I, ₁₅₄, ₇‒₁₅₅, ₃.








































₁₁ Pr. ₅₂; DW II, ₄₈₇, ₅‒₇.
₁₂ Vgl. Pr. ₁₀₁; DW IV, ₃₆₀, ₁₅₁‒₁₅₃.
₁₃ Vgl. Pr. ₂₉; DW II, ₈₈, ₅‒₁₀.
₁₄ Vgl. Pr. ₁₀₂; DW IV, ₄₁₉, ₁₁₉‒₁₂₃.
₁₅ Vgl. Pr. ₁₀₂; DW IV, ₄₂₀, ₁₃₀‒₁₃₃.
₁₆ Vgl. Pr. ₁₀₃; DW IV, ₄₈₃, ₈₁‒₈₄.


































₁₈ Vgl. Pr. ₁₀₁; DW IV, ₃₄₃, ₃₇‒₃₄₄, ₄₂.
₁₉ Vgl. Pr. ₁₀₁; DW IV, ₃₆₅, ₁₉₆‒₁₉₈.









































₂₁ Vgl. Pr, ₅₂.
₂₂ Vgl. Pr. ₈₃; DW III, ₄₄₃, ₅‒₇.
₂₃ Vgl. Pr. ₅b; DW I, ₉₀, ₈.
₂₄ Vgl. Pr. ₂₂; DW I, ₃₈₂, ₈‒₃₈₃, ₃.
₂₅ Vgl. Pr. ₂; DW I, ₃₀, ₅‒₃₁, ₄.
₂₆ Vgl. Pr. ₅b; DW I, ₉₀, ₁₁‒₁₂.
₂₇ Vgl. Pr. ₅₂; DW II, ₄₈₈, ₈‒₄₈₉, ₁.
₂₈ Vgl. Franz Pfeiffer (hrsg.), Ｄｅｕｔｓｃʰｅ　Ｍｙｓｔｉｋｅｒ　ｄｅｓ　ｖｉｅｒｚｅʰｎｔｅｎ　Ｊａʰｒʰｕｎｄｅｒｔｓ︐　ɪɪ：　































































































































































































































₅₀ 使用したパーリ語文献の略語を以下に記す。M ＝ Trenckner, Vilhelm and Robert 
Chalmers. ₁₈₈₈‒₁₈₉₉.  Ｔʰｅ　 Ｍａʲʲʰｉⅿａ︲ɴｉｋāｙａ.  ₃ vols. London: Pali Text Society. 
Paṭis＝ Taylor, Arnold C. ₁₉₀₅, ₁₉₀₇.  Ｐａṭｉｓａⅿｂʰｉｄāⅿａɡɡａ.  ₂ vols. London: Pali Text 
Society. S＝ Feer, Léon M. ₁₈₈₄‒₁₈₉₈.  Ｓａṃｙｕｔｔａ︲ɴｉｋāｙａ.  ₅ vols.  London: Pali Text 
Society.  Sv＝ Davids, T. W. Rhys, J. Estlin Carpenter, and William Stede. ₁₉₆₈‒₁₉₇₁ 
(second edition).  Ｓｕⅿａṅɡａˡａ︲ｖｉˡāｓｉｎī︐　ʙｕｄｄʰａɡʰｏｓａ’ｓ　Ｃｏⅿⅿｅｎｔａｒｙ　ｏｎ　ｔʰｅ　Ｄīɡʰａ︲















今西（₁₉₈₆）は、結局の所、学界では satkāya- と svakāya- のどちらも認められ
ていて、語源などの問題については決着がついていないとまとめる。
　パーリ語 sakkāya- が satkāya- なのか svakāya- なのかという問題に関して、
研究史においてはパーリ語文献に基づく記述が意外にも少ない。パーリ語の語
彙はパーリ語の文献から調べていくのが順当であるし、そのことがまた、由来




sakkāya- が sat-kāya- なのか sva-kāya- なのかを考えていく。sakkāyadiṭṭhi- の
典型的な説明では、「５つの主要な部分（五蘊）」を４つの観点から見ることで






₅₃ 「自分との関連で」と訳した語は attan- である。attan- はサンスクリット語の bráh-
man- と対置される ātmán-「アートマン」だが、再帰代名詞でもある。ここでは再帰
代名詞に理解した。「五蘊を自分との関連で観察する」を解説する Paṭis I ₁₄₃‒₁₄₄が、

































て、sakkāyadiṭṭhi- が生じる」。（S III ₁₈₅）
₅₄ ３、４番めの観点にも同じことが当てはまるのだが、紙面の都合上、取り上げない。































































₅₈ Kwanchewan, Buadaeng. ₂₀₀₃.  ʙｕｄｄʰｉｓⅿ︐　 Ｃʰｒｉｓｔｉａｎｉｔｙ　 ａｎｄ　 ｔʰｅ　 Ａｎｃｅｓｔｏｒｓ：　
ʀｅˡｉɡｉｏｎ　ａｎｄ　Ｐｒａɡⅿａｔｉｓⅿ　ｉｎ　ａ　Ｓｋａʷ　Ｋａｒｅｎ　Ｃｏⅿⅿｕｎｉｔｙ　ｏｆ　ɴｏｒｔʰ　Ｔʰａｉˡａｎｄ.  Chiang 
Mai: Social Research Institute.
₅₉ Hayami Yoko. ₂₀₀₄.  ʙｅｔʷｅｅｎ　ʜｉˡˡｓ　 ａｎｄ　Ｐˡａｉｎｓ：　 Ｐｏʷｅｒ　 ａｎｄ　Ｐｒａｃｔｉｃｅ　 ｉｎ　 Ｓｏｃｉｏ︲
ʀｅˡｉɡｉｏｕｓ　Ｄｙｎａⅿｉｃｓ　ａⅿｏｎɡ　Ｋａｒｅｎ.  Kyoto: Kyoto University Press.
₆₀ カレン語であることを示す。
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るのかを示す。
　①から見ていこう。具体的に神の祝福とは、精霊を追い払うこと、病の治癒、
豊作や経済的豊かさに恵まれることなどだという。「神が精霊を追い払う」と
はどのようなことか。信徒は、神の力は精霊（Kr. タムハ）や悪魔（Kr. ムゴリ
61
）
より強いという。また、精霊祭祀を行う人々や仏教徒は精霊が人間の魂（Kr. グ
ラ）を呼び、容易に人間から魂を引き離し、それが人間に病などの様々な不調
や死をもたらすと考えていた。そのため、身体から離れた魂を再び持ち主の人
間の元へと呼び戻す招魂儀礼や精霊への供犠が行われていた。人々がキリスト
教に改宗すると、キリスト教の神が精霊や悪魔を追い払い、魂が精霊に呼ばれ
て持ち主の身体から離れることもなくなったため、招魂儀礼や精霊への供犠を
行う必要がなくなった、と信徒は捉えている。また、ここではキリスト教への
改宗後も信徒にとって精霊は引続き存在し続けるほか、精霊と悪魔はほぼ同義
語だという解釈や、悪魔とは精霊の親玉だという解釈があることも興味深い。
　病に伏した際には、神の祝福による病からの治癒を祈って簡単な祈禱会を執
り行う。病にかかった場合、第１の選択肢は病院に行き薬を飲むことだが、数
日経過後も治癒しなかった時に、神の祝福を祈ることが必要になってくるのだ
という。調査地では信徒であるか否かに関わらず精霊に由来する病があると考
えられているが、だからといって精霊信仰の人々のように精霊に供犠し供物と
引き換えに精霊に魂を持っていかないよう呼びかけるのではない。人々は、病
の原因は何であれあくまでも神の祝福によって、病が治癒するのだと捉えてい
る。人によっては薬も神の祝福だという考え方もある。
　また、自給用稲作と換金用イチゴ栽培の前後では豊穣を神に祈る祈禱を行う。
地域では、その対象はキリスト教の神でも精霊でも仏でも構わないが、作物栽
培には何らかの加護を求めるべきだと捉えられているためである。これは、キ
リスト教信仰を精霊信仰からの連続性の中で捉えている事象であり、後述する。
加えて子どもが大学を卒業したこと、食い扶持を賄っていくだけの仕事がある
こと、困ったときに教会や友人や知人から現金授受の機会があったこと、など
生活面における成功や幸運も事後的に神の祝福として捉える傾向にある。
₆₁ 精霊は、精霊祭祀を行う人、仏教徒など様々な信仰形態で言及される。これに対し
て悪魔はキリスト教の文脈でしか登場しない。
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　次に②「（我々は）神に感謝する」である。教会の礼拝に参加すること、自宅
で祈禱会を執り行うこと、聖書を読み祈ることなどがこれに該当する。神学の
基礎のない精霊信仰の人々や仏教からの改宗後年数の浅い者、年長者などは、
①と②を交換関係、つまり精霊や仏に対する供物とそこから得られる加護とい
う文脈で捉える傾向が見られることに対して、改宗後₂‒₃世代が経過し高等教
育を受け神学の基礎がある村人は、神の祝福と人間の感謝との関係を交換とし
ては捉えないことが多い。後者の多くが、精霊信仰に関する馴染みが薄く精霊
について語られる文脈や重要な概念である「魂」を精霊信仰の人々とはずれて
解釈する。
精霊は何をするのか
　では、精霊信仰の人々とバプテスト派信徒それぞれから見て、精霊は何をす
ると捉えられているのか。
　精霊信仰の人々が供犠を行う対象は主に４つに分けることができる。世帯員
に加護と災厄の両者をもたらす祖霊、病や不調をもたらす森の精霊、豊作をも
たらす田畑の精霊、領土の統治・保護・秩序の維持と豊穣を司る水の主大地の
主、である。また、病とは精霊が人間の魂を本人の身体から引き離し持ってい
った場合に起こるのであり、その際魂を身体に呼び戻すための招魂儀礼が行わ
れる。精霊への供犠の際には、「我々を助けてください。子や孫の面倒を見て、
農業や家畜の面倒を見てください」（Kr. マチュ・プガ　クワ・ポプポリ　クワ・タ
スタプラ　クワ・チョ・ト）、「あなたに捧げるものを持ってきました。私たちの
ものを探して取らないでください」（Kr. ヘ・ルオ・ナタ　マフマティ・ロサ・トゲ）、
「あなたが病や凶作に陥らぬよう私たちの面倒をみて下さったことに感謝しま
す」（Kr. シブル・ラ・ヌ・クワ・プタ・トバタチャ・トバハゴ・バ）などと唱えなが
ら加護を求める。供犠の際には村や夫婦ごとに、また対象となる田畑や森の精
霊、水の主大地の主、病や不調の原因など毎にそれぞれ供物の準備の仕方や儀
礼的手続きの手順、参加するべきメンバーなどが厳格に定められており、こう
いった手続きや手順の間違いは凶作や病、共同体の秩序の破滅をもたらすと捉
えられている。精霊は善悪両果をもたらすもので、それを少しでも秩序だった
ものにしようと試みているのが儀礼である。
　これに対して、改宗後₂‒₃世代が経過したバプテスト派信徒は精霊をどのよ
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うな存在として捉えているのだろうか。彼らは悪因を全て精霊に帰し、善因を
キリスト教の神に帰す。そして神は精霊を束ねその上に君臨する存在である。
もし人が神を強く信じなければ、悪魔や精霊がその隙に入り込み悪事を働くよ
うそそのかすが、神を信じることで、精霊を心から追い出すことができると説
明する。バプテスト派信徒は、精霊信仰の人々を指して彼らは「精霊に祈って
いる（Kr. バ・タムハ）」「精霊を信じている（Kr. ナ・タムハ）」だと表現する。し
かし、祈る（バ）や信じる（ナ）はキリスト教徒のイディオムであり、精霊信仰
の人々自身は彼らの信仰をこのように説明することは決してない。むしろ上の
段落で示したように「精霊を供犠する（Kr. ル・タムハ）」「（水の主大地の主が）
我々の面倒を見る（Kr. クワ・プガ）」「祖先にオヘ/マヘ儀礼をして活力をもらう
（Kr. ニ・ヘギヘバ）」と表現する。つまり、バプテスト派の信徒から見ると、精
霊信仰の人々は精霊を（神のように）信じ祈っている、と解釈していることにな
るが、これは精霊信仰の当事者が「我々の面倒を見てもらう（Kr. タ・クワ・プ
ガ）」と認識していることとはずれている。加えてバプテスト派信徒の認識では、
精霊信仰を採用した場合、供犠の細かな手続きを間違えると精霊は人間に悪さ
をし、最悪の場合死に至らしめることがある（しかし神はそのようなことはしない）、
供犠を怠るとタムハからの祝福を得ることができず病を治すこともできない。
つまり精霊信仰とは、ある現象に対して強制的に供犠を執り行わなければなら
ないものなのである。一方、キリスト教の神はどうかというと、神は献金や供
物、教会での祈禱を必ずしも強要しないという（ゆえに前節で述べたように、神の
祝福と人間の感謝は交換関係ではない）。むしろそれは非強制的な自由意志の下で
行われるべきもので、村人は仏教用語である積徳行（Kr. マブタ）だと説明した。
そして献金や供物、祈禱などが病の治癒や将来の幸せと結びつくか否かは、前
節で述べたように改宗後第１世代なのかそれ以降なのかによって異なる解釈が
見られる。
改宗後の世代経過による信仰の差異
　片岡がラフ族の事例で指摘したように、キリスト教への改宗初代は精霊信仰
の文脈でより強大な力を希求する中で神を理解する。彼らはその時々でキリス
ト教の神や精霊や仏僧を頼りながら、病や豊作やはたまた常識を超えた「奇
跡」的な現状を過去に遡及しながら理由付けを行い、場当たり的な最善を尽く
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す（片岡 ₂
62
₀₀₇）。ボーケーオ行政区でも、キリスト教の信仰を精霊への供犠に代
替するものとして捉え、結果として、現世利益を叶えるため改宗を繰り返すこ
とも少なくなかった。しかし、改宗後₂‒₃世代が経過し、高等教育の浸透によ
る神学的知識の普及が図られると、徐々に神は精霊と容易には置換できないも
のとなっていく。上で見たように、神の祝福などその論理を語る言葉は精霊信
仰のカレンとはかなり異なるものとなり、精霊信仰の人々の生活の根幹をなす
重要なキーワード、例えば「魂」という言葉を既に理解しなくなるものも現れ
始める。本節ではこういった人々は、精霊信仰とはまた少しずれた文脈でキリ
スト教の神や精霊、人々の信仰を理解している可能性があること、を示唆した。
₆₂ 片岡　樹。₂₀₀₇。『タイ山地一神教徒の民族誌—キリスト教徒ラフの国家・民族・文
化—』東京：風響社。
